
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
は
一
九
六
三

年
（
昭
和
三
十
八
年
）
十
二
月
に
改
組
さ

れ
、
旅
行
業
と
出
版
事
業
の
業
務
は
株

式
会
社
日
本
交
通
公
社
（
以
下
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）

と
な
り
、
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
（
以

下
、
財
団
）
は
そ
の
ま
ま
観
光
関
連
の
調

査
と
教
育
を
中
心
と
し
た
調
査
研
究
専

門
機
関
と
な
っ
た
。

財
団
が
専
門
機
関
と
し
て
自
立
を
す

る
た
め
に
、
旅
館
経
営
、
観
光
地
計
画
、

旅
行
動
向
に
新
進
気
鋭
の
三
名
を
外
部

か
ら
招
き
、
調
査
部
は
そ
の
三
本
柱
で
動

い
て
い
た
。
ほ
か
に
教
育
研
修
部
と
総
務

部
が
あ
っ
た
。
当
時
、
交
通
博
物
館
と
中

央
研
修
所
も
、
管
轄
し
て
い
た
。

観光研究の今日的課題と
これからを考える
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私
は
改
組
後
約
四
年
の
一
九
六
八
年

（
昭
和
四
十
三
年
）
二
月
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
外
人

旅
行
部
か
ら
、
希
望
し
て
財
団
に
移
籍
し

た
。
そ
の
後
、一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）

に
研
究
の
場
を
大
学
に
移
し
た
。

こ
こ
で
は
日
本
の
観
光
学
研
究
と
財
団

が
共
に
離
陸
す
る
時
期
ま
で
を
概
観
し
、

最
後
に
観
光
学
研
究
の
今
日
的
課
題
を

考
察
し
た
い
。

観
光
学
研
究
の

時
代
的
な
推
移

第
一
期
（
一
九
四
五
～
一
九
六
三
年
）

一
九
三
〇
年
に
鉄
道
省
に
国
際
観
光
局

が
設
置
さ
れ
た
時
に
、
国
際
観
光
の
推
進
、

国
際
間
の
旅
行
者
の
移
動
に
よ
る
外
貨
獲

得
、観
光
の
経
済
効
果
、こ
れ
ら
に
関
す
る

ヨ
ー
ロッパ
に
お
け
る
研
究
が
日
本
で
次
々

と
翻
訳
さ
れ
紹
介
さ
れ
た
。Ａ・リ
オ
ッ
ティ

（
翻
訳
年
一
九
三
四
、
以
下
同
じ
）、Ｆ
・
Ｗ
・

オ
ギ
ル
ヴ
ィ
エ（
一
九
三
四
）、Ａ
・
ボ
ー
ル

マ
ン（
一
九
四
〇
）、Ｒ
・
グ
リ
ュッ
ク
ス
マ
ン

（
一
九
四
〇
）、Ａ・Ｊ
・ノ
ー
ヴ
ァ
ル（
一
九
四
一
）

な
ど
の
著
書
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
書
物
が

戦
後
に
広
く
読
ま
れ
、
観
光
学
研
究
の

参
考
に
さ
れ
た
。
日
本
人
の
著
書
で
は
、

一
九
五
〇
年
の
田
中
喜
一
の
『
観
光
事
業

論
』と
井
上
萬
壽
蔵
の『
観
光
読
本
―
観

光
事
業
の
理
論
と
問
題
』（
一
九
四
〇
）、『
観

わ
が
国
観
光
学
研
究
の
離
陸
と

今
日
的
課
題

帝
京
大
学
経
済
学
部
教
授

溝
尾  

良
隆



光
教
室
』（
一
九
五
七
）な
ど
が
よ
く
読
ま

れ
、
観
光
学
研
究
に
影
響
を
与
え
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
戦
後
ま
も
な
い

一
九
四
八
年
三
月
一
日
か
ら
六
日
間
、
東
京

都
総
務
局
観
光
課
に
よ
り
「
観
光
講
座
」

が
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る（
図
１
）。「
序
」

で
述
べ
て
い
る
講
座
の
目
的
を
要
約
す
る

と
、
わ
が
国
が
平
和
国
家
の
建
設
を
目
指

す
に
も
経
済
の
自
立
が
前
提
で
、
そ
の
た

め
に
は
、
国
民
の
食
料
の
一
部
や
、
多
く

の
原
料
資
材
を
国
外
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
い
わ
が
国
は
、
国
際
観
光
に
全
力
を
挙

げ
て
、
外
貨
獲
得
に
努
め
る
の
が
重
要
で

あ
る
。
東
京
都
に
お
い
て
は
、
一
般
都
民

に
対
す
る
観
光
理
念
の
普
及
徹
底
と
本
事

業
の
助
長
振
興
並
び
に
本
事
業
関
係
者
の

資
質
向
上
に
寄
与
貢
献
す
る
見
地
か
ら
、

観
光
講
座
を
開
催
し
た
と
述
べ
る
。

十
八
回
の
講
座
は
、
戦
後
日
本
の
観
光

を
担
っ
た
高た

か

田だ

寛ひ
ろ
し、

新あ
ら

井い

尭ぎ
ょ
う

爾じ

、
間ま

島じ
ま

大だ
い

治じ

郎ろ
う

、
高た

か

久く

甚じ
ん

之の

助す
け

ら
と
、
都
市
計
画
の

石い
し
か
わ川
栄ひ

で
あ
き耀
、
国
立
公
園
の
父
田た

村む
ら

剛つ
よ
しら
が

名
を
連
ね
て
い
る
（「
特
集
テ
ー
マ
か
ら
の

視
座
」
37
ペ
ー
ジ
参
照
）。

さ
ら
に
、
同
じ
一
九
四
八
年
に
運
輸
省

観
光
部
が
、
七
月
に
内
閣
総
理
大
臣
監

督
の
下
で
観
光
事
業
審
議
会
を
設
置
し

て
、
審
議
会
は
六
三
年
ま
で
十
六
年
間
第

八
期
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
戦
後
の
経
済
復

興
の
一
助
と
な
る
観
光
事
業
の
振
興
を
検

討
課
題
に
し
た
。
観
光
施
設
整
備
五
カ
年

計
画
を
政
府
の
経
済
復
興
五
カ
年
計
画

に
組
み
入
れ
る
こ
と
や
、
道
路
整
備
緊
急

措
置
法
（
一
九
五
八
）
制
定
に
つ
な
が
る

急
務
の
道
路
整
備
に
は
揮
発
油
税
を
充

当
す
る
こ
と
な
ど
数
多
く
提
案
し
た
。

政
府
は
、
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
五
一

年
ま
で
に
、
外
貨
獲
得
と
国
際
的
な
観

光
お
よ
び
温
泉
等
の
文
化
・
親
善
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
九
四
八
年
に
温

泉
法
、
旅
館
業
法
、
一
九
四
九
年
に
通
訳

案
内
業
法
、
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
を

制
定
し
て
い
る
。

一
九
五
〇
～
一
九
五
一
年
に
は
日
本

国
憲
法
第
九
十
五
条
に
基
づ
く
個
別
の

特
別
法
に
よ
り
国
際
観
光
温
泉
文
化

都
市
建
設
法
が
制
定
さ
れ
、
別
府
、
伊

東
、
熱
海
と
松
山
の
四
都
市
が
指
定
さ
れ
、

国
際
文
化
観
光
都
市
建
設
法
の
制
定
に

よ
り
奈
良
、
京
都
、
松
江
、
芦
屋
と
軽
井

沢
の
五
都
市
が
全
国
で
指
定
さ
れ
て
い
る
。

第
二
期
（
一
九
六
四
～
一
九
七
四
年
）

日
本
観
光
学
会
が
早
く
も
第
一
期
の

一
九
六
〇
年
に
発
足
し
た
が
、
第
二
期
に

な
る
と
、
岩
田
孝
三
編
著
『
観
光
地
理

研
究
』（
一
九
六
八
）、
津
田
昇
著
『
国
際

観
光
論
︱
観
光
輸
出
の
理
論
と
政
策
』

（
一
九
六
九
）、
岡
庭
博
著
『
観
光
論
概
要
』

（
一
九
六
九
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

一
九
六
三
年
に
制
定
さ
れ
た
観
光
基
本

法
を
受
け
て
、
前
述
の
観
光
事
業
審
議
会

は
一
九
六
三
年
か
ら
観
光
政
策
審
議
会
へ

と
引
き
継
が
れ
た
。
当
審
議
会
は
い
く
つ

か
の
答
申
を
政
府
に
提
出
し
た
が
、
観
光

学
研
究
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
九
六
八
年

か
ら
の
動
き
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
四
月

﹁
国
民
生
活
に
お
け
る
観
光
の
本
質
と
そ

の
将
来
像
﹂
と
一
九
七
〇
年
七
月
﹁
望
ま

し
い
観
光
の
発
展
の
た
め
に
﹂
の
二
つ
の

答
申
を
行
っ
た
。

当財団が1912年（明治45年・大正元年）に創立され1世紀、

1963年（昭和38年）の改組によって観光および旅行に関する調査研究の専門機関として半世紀。

この間、わが国の「観光」のあり方は大きく変遷してきました。

そのなかにあって、「観光研究」や「観光学」は、どのような役割を果たし、何がなせなかったのか、

当財団のこれまでの事業、研究活動とも照らし合わせつつ、建設的に検証したうえで、

今後、当財団が果たすべき役割を、調査研究専門機関化50周年記念号として考察します。
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図
１  『
第
一
回
觀
光
講
座
全
集
・
觀
光
の
理
論
と
實
際
』
東
京
都
總

務
局
觀
光
課
編
を
基
に
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
に
て

表
紙
イ
メ
ー
ジ
を
作
成

觀 光 の 理 論 と 實 際
（第一回觀光講座全集）

東京都總務局觀光課編



審
議
会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
専
門
委
員

会
は
一
九
六
八
年
五
月
か
ら
一
九
七
○
年

三
月
ま
で
二
十
三
回
の
会
合
を
持
ち
、
事

務
局
か
ら
の
検
討
資
料
は
一
切
な
く
、
全

く
の
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
、
よ
い
観
光
と
は
、

問
題
の
観
光
開
発
と
は
、
旅
行
者
の
質

に
つ
い
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
、

専
門
が
異
な
る
委
員
（
注
）
に
よ
り
議
論
さ

れ
た
。「
観
光
」
の
定
義
を
し
た
の
も
当

審
議
会
が
初
め
て
で
あ
る
。
今
日
で
も
必

読
の
答
申
で
あ
る
。
事
務
局
の
総
理
府
に

財
団
と
日
本
観
光
協
会
、
座
長
川
喜
田
二

郎
と
座
長
代
理
の
鈴
木
忠
義
（
現
財
団
評

議
員
）
が
所
属
す
る
東
京
工
業
大
学
が
協

力
し
た
。
Ｋ
Ｊ
法
（
川
喜
田
二
郎
〔
Ｋ
Ｊ
〕

考
案
の
、
カ
ー
ド
や
紙
片
を
利
用
し
た
問

題
解
決
の
た
め
の
整
理
手
法
）
で
議
論
の

整
理
を
し
た
の
が
、
大
学
院
生
で
あ
っ
た

若
き
渡
邉
貴
介
（
後
に
東
京
工
業
大
学
教

授
、
財
団
専
門
委
員
）
で
あ
っ
た
。

一
九
六
七
年
に
日
本
初
の
観
光
学
科
が

立
教
大
学
社
会
学
部
に
設
置
さ
れ
た
。
鈴

木
忠
義
編
『
現
代
観
光
論
』（
一
九
七
四
）、

浅
香
幸
雄
・
山
村
順
次
編
著
『
観
光
地

理
学
』（
一
九
七
四
）、
続
い
て
三
期
に

な
る
が
塩
田
正
志
著
『
観
光
学
研
究
Ⅰ
』

（
一
九
七
五
）、
前
田
勇
編
著
『
観
光
概
論
』

（
一
九
七
八
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
こ
ろ
、
日
本
観
光
協
会
や
財
団
が

国
や
自
治
体
か
ら
委
託
さ
れ
た
各
種
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
、
立
教
大
学
や
東
京
工
業
大

学
、ラ
ッ
ク
計
画
研
究
所（
観
光
地
計
画
を

主
と
す
る
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま
る
、
当
時

唯
一
の
民
間
会
社
で
あ
っ
た
）
の
人
た
ち

が
参
画
し
、
議
論
し
て
い
た
。
後
年
、
こ

れ
ら
の
人
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
結
成
し

た
の
が
、
一
九
八
六
年
の
日
本
観
光
研
究

学
会
で
あ
る
。
会
員
は
観
光
の
研
究
者
で

あ
る
の
が
前
提
で
、
実
務
者
や
中
央
省
庁
、

観
光
関
連
団
体
と
い
う
組
織
の
代
表
者
の

入
会
は
認
め
な
い
と
い
う
方
針
だ
っ
た
。

国
は
、
高
度
成
長
経
済
の
勢
い
か
ら
、

新
全
国
総
合
計
画
、
列
島
改
造
論
を
発
表

し
て
、
さ
ら
に
観
光
開
発
に
拍
車
を
か
け

た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
日
本
万
国
博

覧
会
と
い
う
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
を
成
し
遂

げ
て
自
信
を
持
っ
た
国
は
、
ほ
と
ん
ど
の

省
庁
が
観
光
事
業
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
期
に
お
け
る
財
団
法
人

日
本
交
通
公
社
の
調
査
と
研
究

一
九
六
六
年
の
『
小
豆
島
に
お
け
る
観

光
産
業
の
経
済
効
果
』
と
一
九
六
九
年
の

『
観
光
の
心
理
分
析
』
は
学
問
的
に
も
水

準
が
高
く
、
こ
の
分
野
の
研
究
の
嚆こ

う

矢し

と

な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
に
は
『
地
中
海
ク

ラ
ブ
』
に
注
目
し
翻
訳
を
し
て
い
る
。
地

道
な
調
査
報
告
書
と
し
て
一
九
六
七
～

一
九
七
一
年
に
か
け
て
家
族
・
高
齢
者
・

職
場
女
性
、
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
、
新
婚
旅
行
、

国
内
招
待
旅
行
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行

い
、
報
告
書
を
刊
行
す
る
た
び
に
新
聞
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
経
営
分
析
面
で

は
、
貸
切
バ
ス
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
、
箱
根

町
の
旅
館
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い
る
。

外
国
の
動
向
に
も
目
配
り
し
、ワ
ゴ
ン・

リ
社
や
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
の

年
報
、
ド
イ
ツ
旅
行
業
者
、
英
国
と
ア
メ

リ
カ
の
旅
行
実
態
も
ま
と
め
て
い
る
。

一
九
七
四
年
に
は『
余
暇
社
会
の
旅
』を

刊
行
し
た
。二
本
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
題
材

に
し
て
読
み
や
す
く
観
光
の
本
質
を
説
明

し
、最
後
は
七
十
五
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
観

光
の
基
本
的
な
考
え
方
を
論
述
し
て
い
る
。

「
観
光
資
源
調
査
」の

財
団
調
査
研
究
活
動
に
と
っ
て
の
意
味

一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
八
〇
年

代
に
か
け
て
注
目
さ
れ
た
の
は
、「
観
光

資
源
調
査
」
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
に
鈴

木
忠
義
か
ら
の
提
案
で
、
財
団
の
自
主
研

究
で
、
観
光
地
を
客
観
的
に
評
価
す
る
手

法
の
研
究
が
始
ま
っ
た
。
委
員
会
は
鈴
木

忠
義
を
委
員
長
に
、
都
立
大
学
（
現
・
首

都
大
学
東
京
）
心
理
学
科
、
東
京
工
業

大
学
社
会
工
学
科
と
ラ
ッ
ク
計
画
研
究
所

の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、「
観
光
地
の
評

価
手
法
」
と
し
て
ま
と
め
た
。

財
団
は
、
一
九
七
一
年
十
一
月
に
建
設

省
道
路
局
（
当
時
）
か
ら
受
託
し
た
「
観

光
交
通
資
源
調
査
」
を
一
九
七
二
年
三
月

に
、一
九
七
二
年
度
に
「
観
光
行
動
調
査
」、

一
九
七
三
年
度
に
集
大
成
と
な
る
「
観
光

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
通
調
査
」
の
研
究

を
発
表
し
た
。
な
ぜ
建
設
省
で
は
こ
の
よ

う
な
テ
ー
マ
を
課
題
に
し
た
の
か
。
初
期

の
名
神
と
東
名
の
高
速
道
路
の
幅
員
を

決
定
す
る
に
は
、
都
市
間
の
産
業
や
人
口

の
規
模
を
考
慮
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
し
か

し
、
中
央
高
速
道
が
東
京
か
ら
河
口
湖

ま
で
開
通
す
る
と
、
土
曜
・
日
曜
の
週
末

交
通
が
平
日
よ
り
多
く
、
そ
の
う
え
に
季

節
変
動
も
大
き
く
、
旅
行
シ
ー
ズ
ン
に
は

道
路
が
大
渋
滞
を
来
し
た
。
そ
の
た
め
観

光
交
通
の
需
要
予
測
を
確
立
し
な
け
れ
ば

い
け
な
く
な
り
、
都
市
規
模
・
産
業
規
模

に
代
わ
る
、
観
光
資
源
の
魅
力
が
交
通
の

流
れ
を
引
き
起
こ
す
要
因
で
あ
ろ
う
と
い

4



う
仮
説
が
設
定
さ
れ
た
。

も
う
一
点
は
、
そ
の
よ
う
な
魅
力
の
高

い
観
光
資
源
に
は
、
道
路
を
直
接
近
接

さ
せ
な
い
で
、
迂う

回か
い

さ
せ
、
資
源
保
護
に

も
努
め
る
。
こ
れ
が
研
究
の
趣
旨
だ
っ
た
。

特
Ａ
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
に
ラ
ン
ク
分
け
し
た

全
国
観
光
資
源
は
八
千
件
を
超
え
た
。
こ

の
う
ち
、
再
審
査
し
た
特
Ａ
級
と
Ａ
級
の

写
真
集
を
、
一
九
九
九
年
に
『
美
し
き
日

本
』と
し
て
発
刊
し
た
の
で
あ
る（
写
真
１
）。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の

財
団
の
調
査
研
究
に
比
べ
て
予
算
的
に
も

事
業
規
模
的
に
も
大
き
く
、
質
的
に
も

た
い
へ
ん
水
準
の
高
い
仕
事
で
、
財
団
に

と
っ
て
は
大
き
な
挑
戦
で
あ
っ
た
。
ラ
ッ

ク
計
画
研
究
所
は
じ
め
全
国
の
資
源
調

査
に
関
わ
っ
た
地
理
学
界
の
方
々
の
全
面

的
な
協
力
が
あ
り
、
完
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
財
団
も
こ
の
仕
事
で
次
の
段
階
へ
と

飛
躍
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
の
財
団
の
仕
事
を
集
大
成

し
た
の
が
、
改
組
十
五
周
年
記
念
で
職

員
が
中
心
と
な
っ
て
執
筆
し
刊
行
し
た

『
観
光
の
現
状
と
課
題
』（
一
九
七
九
）
で
、

本
文
八
百
七
十
九
ペ
ー
ジ
、
英
文
概
要

七
十
九
ペ
ー
ジ
、
全
九
百
五
十
八
ペ
ー
ジ

の
大
著
で
あ
る
。
財
団
が
質
の
高
い
研
究

機
関
と
な
っ
た
証
し
で
も
あ
っ
た
。

第
三
期
（
一
九
七
五
～
一
九
八
七
年
）

か
ら
第
四
期（
一
九
八
八
年
～
現
在
）へ

～
百
花
繚り

ょ
う

乱ら
ん

の
時
代

こ
の
こ
ろ
の
動
き
は
同
時
代
に
活
躍

し
て
き
た
読
者
の
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
な

の
で
割
愛
さ
せ
て
も
ら
う
が
、
第
三
期

は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
に
日
本
の
観
光
政

策
も
、
開
発
一
辺
倒
か
ら
自
然
環
境
に

配
慮
し
た
方
向
に
転
換
し
た
。
し
か
し

一
九
八
七
年
に
制
定
さ
れ
た
総
合
保
養
地

域
整
備
法
（
通
称
リ
ゾ
ー
ト
法
）
で
、
再

5 特集◉観光研究の今日的課題とこれからを考える——公益財団法人日本交通公社 調査研究専門機関化50周年記念
特集1 わが国観光学研究の離陸と今日的課題

び
開
発
主
導
と
な
り
、
各
地
で
自
然
破

壊
が
目
立
ち
、
リ
ゾ
ー
ト
法
は
糾
弾
を
浴

び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
リ
ゾ
ー

ト
法
と
二
〇
〇
三
年
の
小
泉
総
理
の
「
観

光
立
国
宣
言
」
に
よ
り
、
日
本
政
府
が

本
格
的
に
観
光
を
重
視
す
る
姿
勢
を
示

し
た
こ
と
も
あ
り
、
各
地
の
大
学
に
観
光

関
連
学
科
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
八
七
年
に
は
わ
ず
か
二
校
に
す
ぎ
な

か
っ
た
が
、
今
で
は
四
十
五
校
を
超
え
た

で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る（
図
２ 

Ⅱ-

４-

⑹
）。

そ
の
結
果
、
観
光
研
究
者
は
増
加
し
、

地
理
学
、
文
化
人
類
学
、
社
会
学
、
環

境
学
、
都
市
計
画
学
、
社
会
工
学
な
ど
さ

写真1 『美しき日本』表紙
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ま
ざ
ま
な
研
究
分
野
か
ら
観
光
研
究
が

発
表
さ
れ
、
百
花
繚
乱
の
感
が
あ
る
。
国

際
的
な
学
術
雑
誌
で
最
も
権
威
の
あ
る

『A
nnals of T

ourism
 Research

』
を

創
刊
し
た
Ｊ
・
ジ
ャ
フ
ァ
リ
は
、
観
光
現

象
を
解
明
す
る
に
は
二
十
の
学
問
分
野
か

ら
の
観
光
学
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と

紹
介
し
た
。
翻
訳
し
た
岡
本
伸
之
は
さ
ら

に
医
学
も
加
え
て
い
る
（
二
〇
〇
九
）。

観
光
学
研
究
の

今
後
の
取
り
組
み
課
題
と

財
団
に
期
待
す
る
こ
と

こ
れ
ま
で
の
観
光
研
究
を
取
り
巻
く

動
き
を
概
観
す
る
な
か
で
、
観
光
学
の
研

究
を
進
め
る
う
え
で
今
後
取
り
組
む
べ
き

問
題
点
も
見
え
て
き
た
。
限
ら
れ
た
紙
幅

の
な
か
で
、
こ
こ
で
は
課
題
か
ら
三
つ
を

取
り
上
げ
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

●

一
つ
目
と
し
て
、
対
外
的
に
観
光
学
研

究
の
有
用
性
を
示
し
、
観
光
学
の
存
在
を

訴
え
る
に
は
、
日
本
観
光
学
会
、
日
本
観

光
研
究
学
会
、
総
合
観
光
学
会
が
大
同

団
結
し
一
本
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

傘
下
に
、
観
光
教
育
、
国
際
観
光
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
分
野
別
や
、
北
海

道
や
九
州
な
ど
地
域
別
の
学
会
が
あ
る
の

が
望
ま
し
い
姿
だ
ろ
う
。

諸
学
問
か
ら
の
研
究
手
法
に
基
づ
い
て
、

多
く
の
観
光
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
新
観
光
学
会
で
統
合
す
る
。
現

在
、
日
本
観
光
研
究
学
会
は
観
光
学
全

集
十
巻
の
刊
行
を
、
遅
々
と
し
た
感
は
あ

る
が
、
進
め
て
い
る
。
初
め
て
の
試
み
な

の
で
ま
だ
内
容
に
不
十
分
な
点
が
あ
る
の

は
否
め
な
い
が
、
ま
ず
は
十
巻
を
完
成
さ

せ
て
、
こ
の
全
集
を
ベ
ー
ス
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
問
分
野
か
ら
の
接
近
に
よ
り
、
さ

ら
に
次
の
全
集
へ
の
取
り
組
み
を
開
始
す

る
こ
と
を
望
み
た
い
。●

二
つ
目
と
し
て
、
既
存
の
観
光
デ
ー
タ

の
分
析
と
正
確
な
観
光
デ
ー
タ
の
整
備
で

あ
る
。

ま
ず
研
究
者
の
役
割
と
し
て
、一九
六
四

年
か
ら
隔
年
（
現
在
は
毎
年
）
で
三
十
回

を
超
え
る
公
益
社
団
法
人
日
本
観
光
振

興
協
会
の
「
観
光
の
実
態
と
志
向
」
調

査
に
お
い
て
、
日
本
人
の
旅
行
特
性
と
変

化
に
つ
い
て
、
何
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の

か
を
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
研
究
者
間
で

共
有
す
る
。
た
だ
し
、
本
調
査
は
、
調
査

対
象
を
十
八
歳
以
上
か
ら
十
五
歳
以
上
に
、

現
在
は
〇
歳
以
上
に
と
変
更
し
た
り
、
調

査
月
を
変
更
し
て
い
る
の
で
、
時
系
列
で

見
る
に
は
こ
の
点
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
現
在
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
に

変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き

で
あ
る
。
標
本
数
か
ら
ど
こ
ま
で
ク
ロ
ス

集
計
で
き
る
か
、
過
去
一
年
を
想
起
し
て

い
る
調
査
対
象
者
の
記
憶
は
正
確
な
の
か
、

こ
れ
ら
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。

次
は
、
行
政
の
問
題
で
あ
る
。
近
年
、

観
光
庁
が
宿
泊
施
設
に
宿
泊
者
数
を
提
出

す
る
義
務
付
け
を
し
、
都
道
府
県
別
の
デ

ー
タ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
大
き
な
進

歩
で
あ
る
。
し
か
し
、
開
始
の
二
〇
〇
四

年
時
と
小
規
模
の
宿
泊
施
設
を
大
幅
に
加

え
た
二
〇
一
〇
年
以
降
で
は
、
時
系
列
で

は
問
題
が
あ
る
の
で
、
二
〇
一
〇
年
以
降

で
見
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
う
え
で
、

都
道
府
県
別
の
数
値
は
、
未
回
答
分
を
推

計
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
推
計
し
て
い
れ

ば
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
方
法
か
を
明
示
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

次
に
、
自
治
体
で
は
入
込
デ
ー
タ
を
原

則
や
め
る
こ
と
で
あ
る
。
各
市
町
村
の
入

込
観
光
客
数
の
把
握
方
法
に
統
一
性
が
な

6

い
う
え
に
、
ほ
と
ん
ど
信
頼
で
き
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
自
治
体
が
観
光
計
画

を
策
定
す
る
と
、
ど
こ
で
も
五
年
後
、
十

年
後
に
観
光
客
数
が
ど
の
く
ら
い
伸
び
る

か
数
値
を
出
し
て
い
る
。
全
都
道
府
県
の

観
光
客
数
を
合
算
し
た
ら
、
日
本
の
観
光

客
数
は
将
来
著
し
く
増
加
す
る
。
日
本
の

総
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
る
し
、
旅
行
へ

の
参
加
率
、
回
数
、
宿
泊
日
数
と
も
ず
っ

と
伸
び
悩
み
の
状
況
で
あ
る
時
に
、
そ
の

よ
う
な
増
加
は
見
込
め
な
い
。
入
込
デ
ー

タ
は
、
有
料
施
設
で
調
べ
る
「
ホ
テ
ル
法
」

に
限
定
す
る
。
ゲ
ー
ト
が
あ
る「
国
境
法
」

で
入
り
込
み
が
把
握
で
き
る
の
は
島と

う
し
ょ嶼

だ

け
、
都
道
府
県
で
は
沖
縄
と
、
や
や
数
字

は
甘
く
な
る
が
北
海
道
だ
け
で
あ
る
。

今
後
自
治
体
は
、
入
込
数
よ
り
も
、

時
間
消
費
を
表
す
単
位
の
泊
数
に
切
り

替
え
て
、
宿
泊
数
の
増
加
を
目
指
す
の
が

望
ま
し
い
。

さ
ら
に
自
治
体
に
お
い
て
は
、
全
国
の

動
向
ば
か
り
に
目
を
向
け
な
い
で
、
自
治

体
住
民
の
観
光
実
態
と
自
治
体
内
旅
行

者
の
実
態
を
把
握
す
る
の
が
重
要
で
あ
る
。

●

三
つ
目
と
し
て
、
国
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
を
政
策
の
中
心
に
据
え
、
外
国
人
旅



（
注
）
観
光
政
策
審
議
会
専
門
委
員
は
、
座
長
・
川
喜
田

二
郎
、
座
長
代
理
・
鈴
木
忠
義
、
委
員
・
伊
藤
善
市
、

江
山
正
美
、
角
本
良
平
、
加
藤
秀
俊
、
西
山
卯
三
、

宮
脇
昭
。（
途
中
か
ら
参
加
）
寺
尾
勇
、
野
田
一
夫

［
参
考
文
献
］

・
井
上
萬
壽
蔵
『
観
光
教
室
』
（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
五
七
）

・
溝
尾
良
隆
編
著
／
日
本
観
光
研
究
学
会
監
修
『
観

光
学
全
集　

第
一
巻　

観
光
学
の
基
礎
』
所
収　

岡
本
伸
之 

「
観
光
研
究
の
諸
側
面
と
そ
の
構
造
」

（
二
〇
〇
九
、
原
書
房
）

・
東
京
都
総
務
局
観
光
課
編
『
観
光
の
理
論
と
実
際
』

（
一
九
四
九
、
東
京
都
総
務
局
観
光
課
）

・
溝
尾
良
隆　

淡
野
明
彦
（
奈
良
教
育
大
）
：
会
誌

『
人
文
地
理
』
第
六
十
三
巻
一
号
「
地
理
学
と
観
光

研
究
」（
二
〇
一
一
、
人
文
地
理
学
会
）

溝
尾
良
隆
（
み
ぞ
お　

よ
し
た
か
）

帝
京
大
学
経
済
学
部
地
域
経
済
学
科
教
授
、
学
科

長
。
理
学
博
士
。
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
理
事
。

群
馬
県
出
身
、
東
京
教
育
大
学
理
学
部
地
理
学
専
攻

卒
業
。
一
九
六
四
年
株
式
会
社
日
本
交
通
公
社
外
人
旅

行
部
に
入
社
、
一
九
六
八
年
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社

へ
移
籍
。
一
九
八
九
年
立
教
大
学
社
会
学
部
観
光
学
科

教
授
。
観
光
学
部
教
授
、
観
光
学
部
長
、
日
本
観
光

研
究
学
会
会
長
を
歴
任
。

行
者
数
の
増
加
を
念
頭
に
各
種
の
取
り

組
み
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
外
国
人

を
増
や
す
な
ら
、
同
時
に
美
し
い
日
本
の

国
土
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

海
岸
線
は
世
界
で
三
番
目
に
長
い
。
入

り
組
ん
で
美
し
い
風
景
を
見
せ
て
い
た
が
、

東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
、
瀬
戸
内
海

の
海
岸
は
工
業
優
先
政
策
に
よ
り
埋
め
立

て
ら
れ
、
無
残
な
姿
を
晒さ

ら

し
て
い
る
。
国

際
化
で
工
場
が
移
転
し
た
沿
岸
部
を
市
民

の
楽
し
め
る
場
、
生
物
多
様
性
の
あ
る
地

に
戻
す
。
特
に
瀬
戸
内
海
は
大
阪
・
神
戸

か
ら
の
別
府
航
路
が
衰
退
し
て
か
ら
、
そ

の
素
晴
ら
し
さ
を
経
験
し
て
い
な
い
日
本

人
も
増
え
て
い
る（
写
真
２
）。

国
土
の
七
割
近
く
が
森
林
と
い
う
国

は
先
進
国
で
は
珍
し
い
。
森
林
の
再
生
を

含
め
て
、
中
山
間
地
域
に
い
か
に
し
た
ら

人
が
住
み
生
活
で
き
る
か
。
人
が
生
活
す

る
こ
と
で
、
森
林
や
田
畑
に
も
人
の
手
が

加
わ
り
、
安
全
な
国
土
と
美
し
い
国
土
の

創
造
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

政
策
を
学
び
、
実
行
す
る
こ
と
だ
。
水
害

も
あ
る
が
、
清せ

い
れ
つ冽

な
流
れ
の
河
川
も
外
国

人
の
目
を
引
く
に
違
い
な
い
。

●

前
述
の
観
光
学
の
諸
課
題
は
、
当
然
、

財
団
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。

一
つ
目
と
二
つ
目
に
つ
い
て
は
、
観
光

デ
ー
タ
の
問
題
で
あ
る
か
ら
こ
こ
一
年
く

ら
い
で
提
案
で
き
る
だ
ろ
う
。

三
つ
目
の
課
題
で
あ
る
中
山
間
地
域
振

興
は
、
か
な
り
難
題
で

あ
る
が
、一
カ
所
ず
つ
成

功
例
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

最
後
に
、
財
団
は
長

年
観
光
資
源
の
評
価

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

一
九
九
九
年
に
は
﹃
美

し
き
日
本
﹄
を
刊
行

し
た
。

こ
の
た
び
、
調
査
研

究
専
門
機
関
化
五
〇

周
年
を
記
念
し
て
、
視

点
を
新
た
に
し
て
世
界

に
誇
れ
る
特
Ａ
級
の
観

光
資
源
と
、
日
本
人
な

ら
一
度
は
訪
れ
て
ほ
し

い
Ａ
級
の
資
源
を
網
羅
し
た
写
真
集
を
刊

行
す
る
予
定
で
あ
る
。
出
版
し
て
終
わ
り

で
は
な
く
、
結
果
を
全
国
の
都
道
府
県
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
、
意
見
交
換
し
な

が
ら
観
光
資
源
台
帳
を
完
成
さ
せ
、
な

ぜ
特
Ａ
か
Ａ
で
あ
る
か
と
い
う
観
光
資
源

の
見
方
を
中
心
に
し
た
研
究
書
を
作
り
上

げ
て
ほ
し
い
。

（
み
ぞ
お　

よ
し
た
か
）

写真2  上）しまなみの橋がない時の島 と々瀬戸内の海を上空から望む
下）瀬戸内海の景観を考慮したといわれる瀬戸大橋（いずれも筆者撮影）
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特集1 わが国観光学研究の離陸と今日的課題


